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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　生体親和性セラミックスを溶解しない溶媒に溶解する基材に、生体親和性セラミックス
膜を成膜したのち、生体親和性セラミックス膜が成膜された基材を前記溶媒に浸漬して基
材を溶解することにより得られ、生体親和性セラミックス膜のみからなるとともに、可撓
性及び柔軟性を備える生体親和性透明シート。
【請求項２】
　厚さが1～100μｍである請求項１に記載の生体親和性透明シート。
【請求項３】
　レーザーアブレーション法、スパッタリング法、イオンビーム蒸着法、電子ビーム蒸着
法、真空蒸着法、分子線エピタクシー法、化学的気相成長法のうちのいずれかの方法によ
り成膜してなる請求項１に記載の生体親和性透明シート。
【請求項４】
　基材を溶解したのち、単離した生体親和性セラミックス膜を乾燥してなる請求項１に記
載の生体親和性透明シート。
【請求項５】
　生体親和性セラミックス膜を成膜又は乾燥したのちに、高温の水蒸気含有ガス及び炭酸
含有ガスの少なくとも一方を含む雰囲気中で熱処理してなる請求項１に記載の生体親和性
透明シート。
【請求項６】
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　生体親和性セラミックス膜が、ハイドロキシアパタイトから構成されている請求項１に
記載の生体親和性透明シート。
【請求項７】
　生体親和性セラミックス膜が、種類の異なる複数の生体親和性セラミックスから構成さ
れている請求項１に記載の生体親和性透明シート。
【請求項８】
　生体親和性セラミックスを溶解しない溶媒に溶解する基材に、生体親和性セラミックス
膜を成膜する成膜工程と、
　生体親和性セラミックス膜が成膜された基材を前記溶媒に浸漬して基材を溶解する溶解
工程と、
を含む生体親和性透明シートの製造方法。
【請求項９】
　レーザーアブレーション法、スパッタリング法、イオンビーム蒸着法、電子ビーム蒸着
法、真空蒸着法、分子線エピタクシー法、化学的気相成長法のうちのいずれかの方法によ
り生体親和性セラミックス膜を成膜する請求項８に記載の生体親和性透明シートの製造方
法。
【請求項１０】
　基材を溶解したのち、単離したセラミックス膜を乾燥する乾燥工程を含む請求項８に記
載の生体親和性透明シートの製造方法。
【請求項１１】
　生体親和性セラミックス膜を成膜又は乾燥したのちに、高温の水蒸気含有ガス及び炭酸
含有ガスの少なくとも一方を含む雰囲気中で熱処理する工程を含む請求項８に記載の生体
親和性透明シートの製造方法。
【請求項１２】
　生体親和性セラミックス膜が、ハイドロキシアパタイトから構成されている請求項８に
記載の生体親和性透明シートの製造方法。
【請求項１３】
　生体親和性セラミックス膜が、種類の異なる複数のアパタイトから構成されている請求
項８に記載の生体親和性透明シートの製造方法。
【請求項１４】
　請求項１に記載の生体親和性透明シートの表面に細胞を播種・増殖することによって得
られ、可撓性及び柔軟性を備えるとともに、生体に直接移植可能な細胞シート。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、生体親和性及び生体関連物質の吸着性が高く、新規な生体材料として使用
することができ、また、生きた細胞の増殖・分化などをリアルタイムで観察することがで
きる生体親和性透明シート、その製造方法及び生体親和性透明シートの表面に細胞を播種
・増殖した細胞シートに関する。
【背景技術】
【０００２】
　ハイドロキシアパタイト等の生体親和性セラミックスは生体親和性が高く、これを薄膜
としてコーティングした金属やセラミックスは生体材料として優れており、これらの基板
上で細胞を培養することによって、細胞の増殖や分化が早められることが確認されている
（特許文献１を参照。）。また、生体親和性セラミックスをコーティングしたシートは生
体関連物質の吸着性が高いため、核酸や蛋白質等の分離分析シート等への利用が検討され
ている（特許文献２及び３を参照。）。さらに、細胞を生きたまま直接観察するため、高
温で焼結した生体親和性セラミックスのバルクを研磨してなる透明体も存在する。
【０００３】
　これらに加えて、生分解性ポリマーと両親媒性ポリマーを含む疎水性有機溶媒溶液を原
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料とする多孔性フィルム（特許文献４を参照。）、フィブリンゲルなどの上に重ねられた
高生着性培養細胞シート及びそれを用いた重層化シート（特許文献５を参照。）も存在す
る。
【０００４】
　しかし、生体親和性セラミックスをコーティングした基板は、柔軟性に欠けるので使用
範囲が限られており、薄膜上で培養した細胞は目的の機能が発現する組織状態で回収する
こともできず、移植後に生体内に吸収される細胞シートを作製することもできなかった。
そして、金属やセラミックス基板は不透明であるため、生きた細胞の接着や分化などの挙
動をリアルタイムで観察することもできなかった。
【０００５】
　また、生体親和性セラミックスをコーティングしたシートは、生体関連物質を吸着・分
離することはできても、シートが不透明であるため、生体関連物質間の相互作用などをリ
アルタイムで観察することはできなかった。
【０００６】
　さらに、生体親和性セラミックスのバルクを研磨により薄くすることには限界があり、
可撓性及び柔軟性を備える透明体は得られていなかった。そのため、この透明体を軟組織
などの柔軟性が必要な組織の被覆材として利用することはできなかった。
【０００７】
　加えて、多孔質フィルムは合成ポリマー樹脂である両親媒性ポリマーを含んでいるため
、生体毒性が生じる可能性があり、高生着性培養細胞シートは生体関連物質であるフィブ
リンゲルを含んでいるため、ウィルスなどの感染が生じる可能性があった。
【特許文献１】特開２００５－２７８６０９公報
【特許文献２】特開平０７－８８８１９号公報
【特許文献３】特開平１０－１５６８１４号公報
【特許文献４】特開２００１－１５７５７４号公報
【特許文献５】特開２００５－６０８号公報
【発明の開示】
【０００８】
　そこで、この発明は、生体親和性や生体関連物質の吸着性が高くて、新規な生体材料と
して使用でき、生きた細胞の増殖・分化などをリアルタイムで観察することができるとと
もに、可撓性、柔軟性、及び安全性を備える生体親和性透明シートを提供することを課題
とする。
【０００９】
　この発明は、生体親和性セラミックスを溶解しない溶媒に可溶な基材の上に透明生体親
和性セラミックス膜を成膜したのち、前記溶媒により基材を溶解することによって、生体
親和性透明シートを製造することを最大の特徴とする。
【００１０】
　この発明の生体親和性透明シートは、高い生体親和性、生体吸収性、及び安全性を備え
ているため、新規な生体材料として、また、蛋白質・DNA分離吸着シートや細胞培養用の
足場として利用でき、培養した細胞は剥離などの操作を必要とせず直接移植することもで
きる。また、透明であるため、細胞の増殖や分化、生体分子同士の相互作用をリアルタイ
ムで監視することもできる。さらに、基材の形状を変化させれば、シートの形状を様々に
変化することができ、かつ、可撓性及び柔軟性を備えているため、これまで生体親和性セ
ラミックス膜をコーティングできなかった部分への被覆材としての応用も期待できる。ま
た、表面に細胞を播種することで細胞が接着・増殖するため、細胞培養足場として利用す
れば、細胞と一体のまま直接患部に移植可能な細胞シートを得ることができる。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】生体親和性透明シートの製造過程を模式的に示す図である。
【図２】生体親和性透明シートの製造に利用するレーザーアブレーション装置の概略図で
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ある。
【図３】他の生体親和性透明シートの製造過程を模式的に示す図である。
【図４】生体親和性透明シートの一実施例の外観写真である。
【図５】生体親和性透明シートのＸ線回折パターンを示す図である。
【図６】生体親和性透明シートに力を加えて撓ませた状態を示す図である。
【図７】細胞シートの一実施例の位相差顕微鏡写真である。
【図８】細胞シートがピンセットで取り扱えることを示す写真である。
【図９】生体親和性透明シートの他の実施例の拡大写真である。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１２】
１．生体親和性透明シート
　この発明にかかる生体親和性透明シートは、何ら支持体を有しない生体親和性セラミッ
クス膜だけで構成されたものであり、例えば、図１に模式的に示す（ａ）～（ｅ）の各過
程を経て製造する。なお、生体親和性透明シートの製造は、基本的には成膜工程、溶解工
程から構成されており、乾燥工程、及び結晶化のための熱処理工程を含んでいてもよい。
なお、これらの詳細については以下に説明する。
【００１３】
（１）成膜工程
　成膜工程は、図１（ａ）に示すような基材１に、レーザーアブレーション法等により生
体親和性セラミックス膜２を成膜する工程である。なお、図１（ｂ）は成膜が完成した状
態を示している。
【００１４】
　（i)基材
　基材１は、生体親和性セラミックスを溶解しない溶媒に溶解する素材から構成されてい
るものであれば、塩化ナトリウム、塩化カリウム等のハロゲン化アルカリ金属や非晶質酸
化マグネシウムなどの水溶性無機塩やグリシンをはじめとするアミノ酸結晶等の水溶性有
機物など、特に制限することなく使用することができる。それらの中でも、結晶を製造し
やすいこと、安価であることから、塩化ナトリウムが好ましい。
【００１５】
　なお、図１（ａ）に記載の基材１の形状は板状であるが、基材１の形状はこれに限定さ
れるわけではなく、例えば半球状や筒状など、製造する生体親和性透明シートの形状に合
わせた任意の形状でよい。
【００１６】
　（ii）生体親和性セラミックス
　生体親和性セラミックスは、アパタイト、その原材料及びそれを含む混合物のことであ
る。ここで、アパタイトとはM10(ZOn)6X2の組成を持った鉱物群であり、式中のMは例えば
Ca、Na、Mg、Ba、K、Zn、Alであり、ZOnは例えばPO4、SO4、CO3であり、Xは例えばOH、F
、O、CO3である。ハイドロキシアパタイトや炭酸アパタイトが一般的ではあるが、とくに
生体親和性の高さからハイドロキシアパタイトが好ましい。また、アパタイトの原材料と
してはリン酸三カルシウム（TCP)を例示することができ、アパタイトを含む混合物として
は牛等の骨から採取した生体アパタイトを例示することができる。
【００１７】
　（iii）レーザーアブレーション法
　レーザーアブレーション法については、レーザーアブレーション装置５の概略図である
図２に基づき、この図を使用して以下に説明する。
【００１８】
　まず、基材１を、図２に示すように、真空成膜チャンバー５１内の試料把持装置（図示
せず。）に回転自在に把持させ、生体親和性セラミックスの粉末を金型で加圧成形して得
たターゲット５２を基材１に対向する位置に配置する。
【００１９】
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　つぎに、この状態で真空チャンバー５１内の空気を排気系５３によって所定の真空度ま
で排気する。排気の完了後、基材１をヒーター５４により所定の温度に昇温するとともに
、試料把持装置により回転させる。
【００２０】
　さらに、ガス導入ノズル５５より水蒸気含有ガス又は炭酸含有ガスを該真空チャンバー
５１内に導入し、ＡｒＦエキシマレーザー発生装置等のレーザー発生装置５６ａ、ミラー
５６ｂ、レンズ５６ｃ等からなるレーザー光源５６から発生したレーザー光線Ｌをターゲ
ット５２に照射する。これによって、ターゲット５２を構成する生体親和性セラミックス
が分解して原子、イオン、クラスター等が放出され、基材１のターゲット５２側を生体親
和性セラミックス膜によって被覆する。なお、水蒸気含有ガスとしては、水蒸気、酸素－
水蒸気混合ガス、アルゴン－水蒸気混合ガス、ヘリウム－水蒸気混合ガス、窒素－水蒸気
混合ガス、空気－水蒸気混合ガス等が、炭酸含有ガスとしては、炭酸ガス、酸素－水蒸気
・炭酸混合ガス、アルゴン－水蒸気・炭酸混合ガス、ヘリウム－水蒸気・炭酸混合ガス、
窒素－水蒸気・炭酸混合ガス、空気－水蒸気・炭酸混合ガス等を単独で又は組み合わせて
使用できる。
【００２１】
　なお、生体親和性透明シートが可撓性及び柔軟性を有し、かつ、一定の強度を維持する
ため、生体親和性透明シートの厚さは、1～100μｍ、好ましくは4～50μｍである。その
ため、レーザーアブレーション法により、生体親和性セラミックス膜を成膜する際の各種
条件、例えば基材温度や雰囲気ガスのガス圧等は、レーザーアブレーション装置の構成や
特性を考慮して、前記の生体親和性透明シートの厚さの範囲に収まるように調製する必要
がある。
【００２２】
（２）溶解工程
　溶解工程は、生体親和性セラミックス膜が成膜された基材１を溶媒に浸漬して基材を溶
解する工程である。なお、図１（ｃ）は生体親和性セラミックス膜２を成膜した基材１を
容器１０内の溶媒１１に浸漬した状態を示しており、図１（ｄ）は基材１が溶解した後の
状態を示している。
【００２３】
　（i)溶媒
　溶媒としては、生体親和性セラミックス膜２を溶解しない液体であれば、極性溶媒、非
極性溶媒など特に限定することなく使用することができるが、価格が安いこと、毒性のな
いことから水系溶媒が好ましく、中でも純水、細胞培養用緩衝液、細胞培養用液体培地等
が好ましい。
【００２４】
（３）乾燥工程
　乾燥工程は、基材１が溶解することによって、基材１からから単離した生体親和性セラ
ミックス膜２を、ピンセット等により溶媒１１から取り出して、自然乾燥又は装置乾燥す
る工程である。なお、乾燥が完了した生体親和性セラミックス膜２を図１（ｅ）に示す。
【００２５】
　このように、成膜、溶媒への浸漬、膜の乾燥の既に確立した方法を組み合わせることに
よって、生体親和性が高く、新規な生体材料として使用することができ、かつ生きた細胞
の増殖・分化などをリアルタイムで観察することができる生体親和性透明シートを製造す
ることができる。
【００２６】
　なお、この発明は上記実施の形態に限定されるわけではなく、特許請求の範囲に記載さ
れた発明の範囲内で様々な変更を加えることができる。
【００２７】
　例えば、図３（ａ）に示すように、前記基材１と同様に溶媒１１に溶解する材料からな
る部分７ａと、溶媒１１に溶解しない材料、例えばガラス板や鋼板等からなる部分７ｂと
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を備えた基材７を使用してもよい。また、図３（ｂ）に示すように、この７ａの上面に溶
媒１１に溶解する材料からなる突起物７ｃにより一定のパターンを形成してもよい。
【００２８】
　このような基材７を使用すれば、生体親和性透明セラミックスシートを製造するたびに
基材を全て作り直す必要がないため、生体親和性透明セラミックスシートをより安価に製
作することができる。また、図３（ｂ）に示すような突起物７ｃによるパターンを形成し
た基材７を使用して、前記実施の形態と同様に、生体親和性セラミックス膜８の成膜（成
膜工程、成膜後の状態を図３（ｃ）に示す。）、基材７の溶解（溶解工程）、生体親和性
セラミックス膜８の乾燥（乾燥工程）を行なうことによって、図３（ｄ）に示すような貫
通孔８ａの開いた生体親和性透明セラミックスシート８を製造することができる。
【００２９】
　なお、前記のような基材７は、溶媒１１に溶解しないガラス板や鋼板等の上に、レーザ
ーアブレーション法、スパッタリング法、イオンビーム蒸着法、電子ビーム蒸着法、真空
蒸着法、分子線エピタクシー法、化学的気相成長法などを用いて溶媒１１に溶解する材料
の被覆を精製すること、溶媒１１に溶解する材料を溶かした液体をスプレーなどによって
噴霧したのち乾燥させること等によって製造することができる。
【００３０】
　この生体親和性透明シート８は、突起物７ｃの大きさと間隔によって貫通孔８ａの直径
と間隔をコントロールすることができるので、これによって細胞増殖の速度等を制御する
ことができる。また、貫通孔８ａを介して物質の交換する状態で細胞増殖することができ
るので、生体親和性透明シート８の両面に種類の異なる細胞を増殖させることができ、こ
の両面に異なる細胞が増殖した生体親和性透明セラミックスシート８を複数積層すること
によって、異なる種類の細胞を含み複雑な構造を持った重層化シートを容易に製造するこ
とができる。
【００３１】
　さらに、成膜工程でレーザーアブレーション法以外の方法、例えばスパッタリング法、
イオンビーム蒸着法、電子ビーム蒸着法、真空蒸着法、分子線エピタクシー法、化学的気
相成長法等を使用してもよい。また、成膜が完了したのち、又は膜の乾燥のちに、300～1
200℃の高温の水蒸気含有ガス又は炭酸含有ガス中で熱処理する熱処理工程を追加して、
生体親和性セラミックス膜をより結晶化し、生体親和性透明シートをより緻密にしてもよ
い。
【００３２】
　加えて、種類の異なる複数の生体親和性セラミックスを組み合わせて使用してもよい。
具体的には、例えば、生体アパタイトと化学量論組成アパタイトとを組み合わせて使用し
てもよい。ここで、生体アパタイトは生体内吸収性があるため組織誘導性に優れており、
反対に化学量論組成アパタイトは生体内に残留するため、組織の安定性に優れている。そ
のため、これらを組み合わせることによって早期の組織誘導性と組織安定性を兼ね備えた
シートが製造できる。なお、このシートは透明でもあるので、生体アパタイトがもつ優れ
た組織誘導性の効果を、顕微鏡によって生きたまま観察することもできる。
【００３３】
２．細胞シート
　この発明の細胞シートは、生体親和性透明シートの表面に細胞を増殖させたものであり
、直接患部に移植することができる。
【００３４】
　（１）細胞
　前記細胞としては、角膜上皮細胞、表皮角化細胞、口腔粘膜細胞、結膜上皮細胞、骨芽
細胞、神経細胞、心筋細胞、線維芽細胞、血管内皮細胞、肝実質細胞、脂肪細胞、及びこ
れらの幹細胞等が例示できるが、これに限定するわけではない。また、これらの細胞は単
独で使用してもよいが、複数の細胞を組み合わせて使用してもよい。さらに、その細胞の
由来は特に限定する必要はないが、ヒト、イヌ、ネコ、ウサギ、ラット、ブタ、ヒツジな
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どを例示することができる。ただ、この細胞シートをヒトの治療に用いる場合はヒト由来
の細胞を使用することが好ましい。
【００３５】
　（２）培養方法
　細胞の培養は、具体的には次のようにして行なう。まず、生体親和性透明シートをシャ
ーレ等の培養容器の内部に載置し、シャーレ等内に適当な細胞培養液を添加して培地を捨
て、生体親和性透明シートに染みこませる。この後、複数回培地交換を繰り返し、適当な
時間放置することによって、細胞培養液を生体親和性透明シートに培地をなじませる。つ
ぎに、細胞を生体親和性透明シート上に播き、シャーレ内に細胞培養液を添加して、通常
の培養条件下で適当な期間培養する。また、必要に応じて培養液を交換する。
【００３６】
　なお、前記のように生体親和性透明シート１つ面だけで細胞の増殖を行なうのではなく
、その両面で細胞の増殖を行なってもよい。例えば、貫通孔を有する生体親和性透明シー
トを使用し、その両面で異なる種類の細胞を増殖すれば、細胞を通過させることなく、細
胞が産生し培養液中に放出する液性因子だけを通過させることができる。これにより、例
えば一つの面に上皮系細胞（例えば、表皮角化細胞）が増殖し、他の面にフィーダー細胞
が増殖した細胞シートが得られる。
【００３７】
　ここで、使用するフィーダー細胞としては、例えば線維芽細胞、組織幹細胞、胚性幹細
胞などが例示できるが、用途に応じて自由に変更することができ、特に限定するものでは
ない。また、上皮系細胞とフィーダー細胞とは、同一種の動物に由来する必要はないが、
得られた細胞シートを移植に使用する場合には、上皮系細胞とフィーダー細胞とが同一種
の動物由来することが好ましい。さらに、この細胞シートをヒトの治療に使用する場合は
、上皮系細胞とフィーダー細胞にヒト由来の細胞を使用することが好ましい。
【００３８】
　（３）培養培地
　細胞培養のための培地は培養する細胞に対して、一般的に使用されているものであれば
特に限定することなく使用できる。具体的には、D-MEM培地、MEM培地、HamF12培地、HamF
10培地を例示することができ、これらの培地にはウシ胎児血清（FSC）等の血清を添加し
た培地でもよく、添加していない無血清培地でもよい。ただし、細胞シートをヒトの治療
に使用する場合には、培地の成分は由来が明確なもの、又は医薬品として使用することが
認められているものが好ましい。
【００３９】
　（４）移植方法
　表面に細胞を増殖させた細胞シートは、単独で又は複数枚積み重ねて、直接患部に移植
する。このように複数枚積み重ねることによって、三次元構造を持った細胞組織を移植す
ることができる。なお、培養液からの細胞シートの回収、細胞シートの積み重ね、患部へ
の移植は、例えば、ピンセットなどを使用する手技によって行なう。
【００４０】
　また、移植後に細胞シートと生体組織とを固定する方法は、公知の方法であれば特に限
定する必要なく使用できる。例えば、細胞シートと生体組織とを縫合してもよく、細胞シ
ートと生体組織との生着し易さを利用して、患部に培養細胞シートを付着させて包帯など
で覆うだけでもよい。
【００４１】
　（５）適用疾患
　この細胞シートは、移植可能でさえあれば、適用疾患は何ら制約されるものではない。
具体的な適用疾患としては、例えば軟骨細胞を増殖させた細胞シートは、変形性関節症の
治療に、心筋細胞を増殖させた心筋シートは虚血性心疾患に、表皮細胞と真皮細胞をそれ
ぞれ増殖させた細胞シートを積み重ねた細胞シートは火傷、ケロイド、あざ等に使用する
ことができる。
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【００４２】
　以下にこの発明を実施例に従ってさらに詳しく説明するが、この発明の特許請求の範囲
は如何なる意味においても下記の実施例により限定されるものではない。
【実施例１】
【００４３】
（１）生体親和性透明シートの製造
　まず、塩化ナトリウム結晶にレーザーアブレーション法により、ハイドロキシアパタイ
ト膜を成膜した。具体的には、10mm×10mm×2.5mmの塩化ナトリウム結晶をレーザーアブ
レーション装置（近畿大学生物理工学部本津研究室設計、誠南工業株式会社作製）の試料
把持装置に把持させ、ArFエキシマレーザー（λ=193nm、パルス幅=20n秒）を使用するレ
ーザーアブレーション法を18時間行って、厚さ約12μmのハイドロキシアパタイト膜を被
覆した。なお、基材温度は300℃、使用した雰囲気ガスは酸素－水蒸気混合ガス、混合ガ
スのガス圧力は0.8mTorrであった。
【００４４】
　つぎに、ハイドロキシアパタイト膜を成膜した塩化ナトリウム結晶を純水に浸漬して塩
化ナトリウムを溶出し、透明ハイドロキシアパタイト膜のみを単離した。そして、単離し
た透明ハイドロキシアパタイト膜を純水にて洗浄して、自然乾燥したのち、400℃、10時
間、酸素－水蒸気雰囲気下でポストアニール処理（熱処理）することにより、透明ハイド
ロキシアパタイト膜を結晶化して生体親和性透明シートを得た。
【００４５】
（２）製造した生体親和性透明シートの評価
　このようにして製造した生体親和性透明シートを図４に示す。また、触針式膜厚計によ
ってその厚さを測定したところ、厚さは約12μmであった。さらに、この生体親和性透明
シートのＸ線回折パターンを、２θ-θ法によるＸ線回折によって観察した。その結果を
図５に示す。図５のＸ線回折パターンから、この発明の製造方法により、生体親和性透明
シートが結晶化していることが確認できた。加えて、生体親和性透明シートに力を加えた
ところ、図６に示すように、生体親和性透明シートが撓んだ状態を示した。このことから
、生体親和性透明シートが可撓性及び柔軟性を備えていることが確認できた。また、この
生体親和性透明シートを培養シャーレ中の15％FBS入りダルベッコ変法イーグル培地（D-M
EM培地）に浸して、ヒト由来骨芽細胞2×105cells/mlを2ml播種し、インキュベータ（37
℃、CO2濃度5%）中で24時間培養することにより細胞シートを作製した。細胞シートを位
相差顕微鏡にて観察した結果を図７に示す。さらに、12日間培養すると、この細胞シート
は図８に示すようにピンセットで取り扱うことができるようになった。
【実施例２】
【００４６】
（１）生体親和性透明シートの製造
　実施例１と同様にして、厚さ2mmのガラス板の表面にレーザーアブレーション法を4時間
行なって、厚さ5μmの非晶質酸化マグネシウムで被覆されたガラス板を作製した。つぎに
、このガラス板の上に直径50μmの穴を縦横100μm間隔で開けた厚さ0.1mmのメタルマスク
を置き、レーザーアブレーション法を8時間行なって、高さ20μmの非晶質酸化マグネシウ
ム円柱を形成し、表面に微少な凸凹のある基材を作製した。
【００４７】
　この表面に微少な凸凹のある基材を、実施例１と同様にレーザーアブレーション装置の
試料把持装置に把持させ、ArFエキシマレーザー（λ=193nm、パルス幅=20n秒）を使用す
るレーザーアブレーション法を18時間行って、厚さ約12μmのハイドロキシアパタイト膜
を被覆した。なお、基材温度は室温、使用した雰囲気ガスは酸素－水蒸気混合ガス、混合
ガスのガス圧力は0.8mTorrであった。
【００４８】
　つぎに、ハイドロキシアパタイト膜を成膜した基材を純水に浸漬して非晶質酸化マグネ
シウムからなる部分を溶解し、ガラス板と透明ハイドロキシアパタイト膜を分離した。そ
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して、単離した透明ハイドロキシアパタイト膜を純水にて洗浄して、自然乾燥することに
より、直径50μmの貫通孔が縦横100μm間隔で開けられた生体親和性透明シートを得た。
この生体親和性透明シートの顕微鏡写真を図９に示す。
【００４９】
（２）製造した生体親和性透明シートの評価
　製造した生体親和性透明シートの厚さを触針式膜厚計によって測定したところ、厚さは
約12μmであった。

【図１】 【図２】
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【図７】

【図８】

【図９】
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